
茨城県立こども病院を受診された方へ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供さ

れることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にご連絡ください。 

 

研究課題名 

A 病院 NICU におけるユニバーサルガウン中止後の MRSA 新規保菌発生密度

率の推移 

―標準予防策を基本とした感染対策への転換の後方視的検討― 

当院の研究責任者 感染管理室 副看護師長：安部理恵子 

他研究機関および 

各施設の研究責任者 

茨城県こども病院内の既存データを用いた後方視的研究であり、他施設と

のデータ共有や共同研究は行わない。 

 

 

本研究の目的 

 

 

本研究では、ガウン実施期間と中止後期間の MRSA 新規発生密度率を比

較し、標準予防策を基本とした感染対策への転換が MRSA 新規発生密度

率に与えた影響について検討することを目的とする。 

該当期間・対象者 

1.調査期間 

1）ガウン実施期間：2023 年 7月～2024 年 12 月 

2）ガウン中止後期間：2025 年 1 月～2026 年 6 月 

2．対象 

期間中に当施設 NICU に入院した新生児全症例 

研究の方法 後方視的観察研究 

他機関への情報提供 
個人情報を含むデータを他機関へ提供することはない。学会発表等で公表

する際は、個人が特定されないよう匿名化した集計結果のみを使用する。 

個人情報の取り扱い 
本研究では、個人が特定される可能性のある情報（ID、氏名、生年月日な

ど）はすべて除外し、匿名化したデータのみを保存・解析する。 

利益相反 本研究に関連して、開示すべき利益相反は存在しない。 

問い合わせ先 
茨城県立こども病院  

感染管理室 副看護師長：安部理恵子 

備考  

 


